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内容
・品種

・施肥

・防除（農薬）



品種の基礎知識
• 大和芍薬 古来日本国内で、栽培された芍薬。花色は白、赤、ピンクなどあり一定ではない

・梵天 近年、薬用しゃくやくの標準種といわれる。白からピンクの花色

・薬用植物センター 独）国薬用植物セが育成した品種。無花性、特定成分が多いなど

起源の品種 特徴的な品種が多い 「北宰相」 「べにしずか」

• 明治時代以降に育成 「氷天」、「春の粧（よそおい）」、「華燭典（かしょくのてん）」などのように国内育種家

された品種系統 により明治期に花用に育種された品種。薬用に使えるのでは思われている。

• 洋シャク 明治以降、種苗輸出で海外で交配・育種された品種。カタカナ名前が多い。

成分はあるが、薬用での栽培はやめた方がよい。

• 中国種 中華人民共和国で流通している芍薬。北方系と南方系に分類されて

おり、花色は赤、白と系統により違う。一部業者が中国種を国内に導入し栽培している







兼用栽培をする注意点

• 栽培品種は兼用できるものを選定する。

• 農薬散布は、薬用を優先する。（農薬種類、回数の制限）

例 ダコニール1000 切り花 年間５回 薬用 3回

• 3年目以降の切り花収穫は、本数を無理しない。



栽培歴



1～3年



施肥 4～5年



栽培の注意点

• 薬用栽培は出荷先があってこと。品種、栽培方法は出荷先と相談する
こと

• 最初は、株分け株は最低３～４芽あるものを定植。乾燥させない。

• 施肥は、多すぎず、少なすぎず。
うどんこ病がでない量で管理。

• 定植したら、４～５年同じ場所。排水性のいい場所を選ぶ。

• 採花は栽培3年以降、収穫は茎の長いもので、蕾半分まで



しゃくやく（薬用）農薬編

• しゃくやく（薬用）での登録農薬は36種（商品として32種）

除草剤 22種 ほとんど一年生雑草用

殺菌剤 10種 うどんこ病 2種（１種）

灰色カビ病 ２種（１種）

根黒斑病 ３種（２種）

とあるが

実は 9種類しかない





しゃくやくの流通 収穫してから

収穫以降、洗浄、乾燥、重量計量し、業者へ出荷することが多い
ですが、業者によって以下の作業があることがあります。

• 皮むき （しゃくやくの根の皮を剥ぐ工程）

皮むき機

• 乾燥 （皮むき後の乾燥）

• 計量 （成分ペオニフロリン量）
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